
 

乳癌の腋窩郭清省略に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。  

〔

研究目的〕  

術前化学療法を行ったリンパ節転移陽性乳癌の手術で腋窩リンパ節郭清省略が可能であるかどうかを解析し

ます。 

〔研究意義〕  

リンパ節転移陽性乳癌では術前化学療法後にリンパ節転移が消失となった場合でもセンチネルリンパ節生検

の精度が低下します
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